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図１　宮崎周辺の観測点の南北成分の変位（基準：福江）．
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図２　非定常変動ベクトル図（基準：福江 (950462)）．①2004 年 1 月～ 2005 年 1 月，②2005 年 4 月～ 2006 年 1 月，③2006 年 1 月

～ 2006 年 12 月，④2006 年 12 月～ 2008 年 1 月，⑤2008 年 1 月～ 2009 年 1 月，⑥2009 年 1 月～ 2010 年 1 月．

　　定常時期（①，③，⑤）には変動は見られないが，変位イベント時期（②，④，⑥）には宮崎市のやや北を中心として南北に開

くような変位が見られ，内陸側の観測点は東向きの変位を示す．
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図４　1996年12月以降の余効すべり域とスロースリップ域の比較．(a)1996年12月～2004年1月までの余効すべり域．コンター

間隔は 20cm，(b)(a) に 2007 年のイベント（図３④）での 4cm 以上のすべり域（赤色）を重ねて表示．スロースリップ域が

余効すべり域の深部側とほぼ重なる．
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